
近畿大学医学部生涯アカウントサービス利用規約 
 

平成 26 年 11 月１日 

 

第１条 目的 

近畿大学医学部生涯アカウントサービス（以下「本サービス」という。）は、本学医学部の卒業後も

継続する学生アカウントを設定することにより、学生、卒業生及び教職員の相互交流に資することを目

的とする。 

 

第２条 利用資格 

本学医学部の、学生又は卒業生であること。 

 

第３条 利用規約の遵守 

 利用者は、本サービスの利用にあたっては本規約を遵守しなければならない。 

 

第４条 第三者利用規約等の準拠 

本サービスは Google 社が提供する Google Apps for Education Edition を利用しているため、以下

に掲げるほか本サービスに関連する範囲で、Google 社が定める規約等にも併せて準拠するものとする。 

 ・利用規約 （http://www.google.com/intl/ja/policies/terms/） 

 ・プライバシーポリシー （http://www.google.com/intl/ja/policies/privacy/） 

 

第５条 利用規約の変更 

 本学は、利用者の承諾を得ることなく本規約を変更する場合がある。 

 

第６条 利用規約の承諾 

 利用者が本サービスを利用したときは、本規約の内容を承諾したものとみなす。本規約が変更された

場合についても同様とする。 

 

第７条 個人情報 

 本サービスに関連して取得される利用者の個人情報は、本サービスの運営（運営に必要な範囲での

Google 社への提供を含む）に利用されるほか、卒業生の交流を目的として近畿大学校友会に提供される

ことがある。個人情報の取り扱いについては、『学校法人近畿大学個人情報保護に関する基本方針』及

び『近畿大学 Web サイトにおける個人情報保護に関する基本方針』に基づき利用者の個人情報の保護

に努める。（http://www.kindai.ac.jp/site/privacy-policy.html） 

 

第８条 利用者の同一性の確認 

 利用者の同一性については、アクセスキー・パスワードを以って確認する。これらが第三者により悪

用された場合に生じる不利益、損害等について、本学は何ら補償しない。 

 

 



第９条 利用料金 

 本サービスの利用料は、無料とする。ただし、利用者が契約しているプロバイダーへの接続料等につ

いては、利用者の負担とする。 

 

第 10 条 サービスの変更・停止・中止 

 本学は、以下のとおり本サービスの変更、停止又は中止を行う場合がある。なお、これにより利用者

に生じる不利益、損害等について、本学は何ら補償しない。 

（1） 本学の事情により、予告なく本サービスを変更、停止又は中止することがある。 

（2） 保守作業のため本サービスを停止することがある。この場合には、原則として事前にその旨を

利用者に通知するが、 緊急の場合にはこの限りではない。 

（3） 天災地変、不正アクセスその他の事情により本サービスを停止又は中止することがある。 

（4） 本サービスに関連する Google 社の提供するサービスの変更、停止又は中止により、本サービス

を変更、停止又は中止をすることがある。 

 

第 11 条 利用者の責任 

 利用者は、自身の責任において本サービスを利用するものとし、次の各号に掲げるような本サービス

の利用により発生し得るリスク等について自ら対処するものとする。 

（1） スパムメール及びウィルスに感染したメール 

（2） 本サービスの利用により第三者との間で生じる紛争 

（3） 電子メールの遅配、誤配、 消失、送信失敗等 

 

第 12 条 禁止事項 

 利用者は、本サービスの利用にあたり次の各号に掲げる行為を行ってはならない。利用者が禁止事項

に違反した場合は、当該利用者に対する本サービスを停止又は中止することがある。また、違反により

本学に損害が生じたときは、損害賠償を請求することがある。 

（1） 他人のアカウントを使用し、又は自分のアカウントを他人に使用させる行為 

（2） 人物、身分、経歴等を詐称する行為 

（3） 第 1 条に掲げる目的に反する行為 

（4） 営利を目的とした行為又は宗教活動、政治活動その他これに類する行為 

（5） 誹謗中傷、プライバシー侵害その他公序良俗に反する行為 

（6） 本学の信頼を損なう行為（スパムメ－ル（迷惑メール）の発信及びこれに準ずる行為を含む） 

（7） 本サービスの運営を妨げる行為 

（8） 法令に反する行為 

（9） その他本学が不適当と判断して制限する行為 

 

第 13 条 情報流出に関する免責事項 

 本学は、本サービスに関する利用者の情報が第三者に漏洩した場合であっても、現実に生じた通常生

ずべき損害の範囲においてのみ賠償責任を負うものとし、予見の有無を問わず逸失利益その他の特別な

損害については賠償責任を負わないものとする。ただし、本学に故意又は重過失がある場合は、この限

りでない。 



 

第 14 条 アカウントの削除 

 利用者が次に掲げる事項のいずれかに該当する場合は、本サービスに関する当該利用者のアカウント

を削除する。 

（1） 利用資格を失ったとき 

（2） 禁止事項に違反し、本サービスの中止を受けたとき 

（3） 死亡し、又は本サービスの利用が 5 年以上ないとき 

（4） 自らアカウント削除を申出たとき 

 

第 15 条 準拠法・合意管轄 

 本サービスは日本法に準拠し、本サービスに関する紛争は大阪地方裁判所又は大阪簡易裁判所を専属

的合意管轄裁判所とする。 

 

附 則 

この規約は、平成 26 年 11 月１日から施行する。ただし、第２条に定める利用資格のうち卒業生につ

いては、当分の間、施行日以降に卒業する者を原則とする。 


